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NPO 法人小江戸大江戸トレニックワールド	
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１．大会概要  
①大会名  第 3回トレニックワールド 100mile & 100km in 彩の国 
②コース 

100mile: 距離 162.0km	 累積高低差 9,190ｍ	 オフロード 120.9㎞（74.6％） 
100km: 距離 106.3km	 累積高低差 6,065ｍ	 オフロード 78.5㎞	 (73.8%) 
 
 North: 距離 51.0km、累積高低差 2,940m、ｵﾌﾛｰﾄﾞ 37.1㎞ (72.8%) 
ニューサンピア埼玉おごせ～大築山～くぬぎむら体験交流館～慈光寺～笠山～堂平キ

ャンプ場～白石峠～大野峠～飯盛峠～猿岩峠～ニューサンピア埼玉おごせ 
South①: 距離 55.3km、累積高低差 3,125m、ｵﾌﾛｰﾄﾞ 41.4㎞ (74.9%) 
ニューサンピア埼玉おごせ～桂木観音～四寸道～関八州見晴台～高山不動尊～西吾野

～子の権現～竹寺～大高山～天覚山～東吾野駅～吾那神社～北向き地蔵～桂木観音～

虚空蔵尊～大高取山～ニューサンピア埼玉おごせ 
South②: 距離 55.7km、累積高低差 3,125m、ｵﾌﾛｰﾄﾞ 42.4㎞ (76.0%) 
ニューサンピア埼玉おごせ～桂木観音～四寸道～関八州見晴台～高山不動尊～西吾野

～子の権現～竹寺～周助山～天覚山～東吾野駅～吾那神社～北向き地蔵～桂木観音～

虚空蔵尊～大高取山～ニューサンピア埼玉おごせ 
 
③開催日時       平成 30年 5月 19日（土）〜20日（日） 

	 スタート    5月 19日 7時 00分    大会終了    20日 18時 00分 
④主催者名称    NPO法人小江戸大江戸トレニックワールド 
⑤参加予定人数    100マイル 200名	 100km500名 

	

２．モニタリング調査  
①選定地点 

1.関東ふれあいの道 A	 刈場坂峠 ～ 大野峠 ～ 高篠峠 ～ 白石峠 
	 選定理由：木道などすでに荒れている箇所が多い。登山道としてハイカーが多い。 
	 モニタリング方法：大会前と後の写真撮影、当日ヒアリング 



	 2.関東ふれあいの道 B	 竹寺 ～ 豆口峠 ～ 子の権現 
選定理由：木道などすでに荒れている、踏み抜きやすい箇所が多い。 
モニタリング方法：大会前と後の写真撮影、当日ヒアリング 
※事前調査は 2018 年 3 月 29 日と 4月 7日に実施	

	

（2）調査結果	

	 A	大会後調査は、5月 23 日（水）に実施	

	 B	登山者・ハイカーへのヒヤリングは飯盛峠と竹寺のエイドにて実施。	

	

モニタリングエリアと場所（番号は下記写真のポイントと同じ）	

North コースエリア（関東ふれあいの道 A） 

	

①大野峠に至る登口  
②大野峠からの下り  

③カバ岳からの下り  

④ツツジ山の下り  



① 高篠峠方面から大野峠への登り	
木階段 1	

大会前	 大会後	

大会後、木階段の変化、影響は少ないように思える。脇のトレイルが荒れているようには見えない。 

	

木階段 2	

大会前	

	

大会後	

	

大会後、木階段の変化、影響は少ないように思える。脇のトレイルが荒れているようには見えない。 



木段から少し上部	

大会前	

	

大会後	

トレイル脇の植物への影響も少ないように見える 

	

② 大野峠からの下り	

大会前	

	

大会後	

土嚢袋が一部破損している。トレイル土壌への影響は少ないように思える。 

	



③ カバ岳からの下り	

大会前	

	

大会後	

トレイルが明確になっている。土壌、植物への影響は少ないように思える。 

岩場付近	

大会前	

	

大会後	

	

トレイルが明確になっている。土壌への影響は少ないように思える。 
また、岩の崩壊は進んでいない。 



④ ツツジ山からの下り	

大会前	

	

大会後	

	

トレイルが明確になっている。トレイル脇の植物が踏まれていることが観察されるが影響は少ない

ように思える。 
	

South コースエリア（関東ふれあいの道 B） 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

⑤竹寺へ至る木階段  
⑥竹寺へ至る木道  



⑤ 竹寺へ至る木階段	

大会前	

	

大会後	

木階段、樹木の根への影響は少ないように思える。 

⑥ 竹寺へ至る木道	

大会前	

	

大会後	

木道への影響は少ないように思える。 

	



3．写真観察所感 
大会前 17 日、18 日の雨量はゼロ。大会当日 19 日の早朝に雨が降ったものの量は少なく、モ

ニタリング箇所を選手が通過する頃には土壌は乾いた状態であった。このため、土壌への影響

（特にコース下り）が小さかったように思える。	

また、環境への影響を小さくとの告知をしていることもあってか、トレイル脇の植物への影響

も小なく、またゴミもほぼ落ちていなかった。スィーパーによる清掃後ということもあるが、

スィーパーからもゴミが少なかったとの報告があった。	

	

4．ハイカーインタビュー報告	
実施場所：竹寺、飯盛峠	

有効回答数：1件（竹寺）のみ。飯盛峠には人が来なかったとのこと。	

インタビュー結果：	

大会については知らず、ランナーには一人しかすれ違わなかった。特に問題も感じなかったと

のこと。	

課題：ハイカーが少なく、インタビュー場所に問題あり。次回課題。	


